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論　　文　　の　　要　　旨

　遠心ポンプにインデューサを組合せることにより吸込性能を改善する方法は，最近特殊用途に対

する小型高速ポンプおよび吸込条件のきびしい産業用ポンプに盛んに応用され，その性能の向上と

設計法の確立が要請されている。

　本論文はラこのインデューサつき遠心ポンプの性能改善に関するものであってラ最初に従来十分

な研究が行われてレ．・なかった設計パラメータとしてインデューサの入口角と出口角を取上げ，これ

らを任意に組合せたときに各々の角度が性能におよぼす影響を明らかにしヨ次にこの結果をもとに

して，インデューサつき遠心ポンプの総合吸込性能を決定する揚程低下がヨインデューサの吸込性

能のみまたはポンプの吸込性能のみによって支配される流量領域とインデューサとポンプの両者の

吸込性能によって支配される領域の三つの領域において各々異なる内容を持っていることを示しヨ

最後にラこの検討結果をふまえてヨインデューサとポンプのそれぞれの単体吸込性能が与えられた

ときに、この二つを組合せたインデューサつき遠心ポンプの吸込性能を設計段階で予測する方法を

提案している。

　第1章は序論である。インデューサの吸込性能，インデューサつきポンプの吸込性能に関する現

在迄の研究について概観しヨこの論文の目的、概要について述べている。

　第2章と第3章では、この研究において実験に便用したポンプおよびインデューサの詳細と実験

設傭、測定装置などについて述べている。

　第4章はヨ8種類のインデューサを遠心ポンプに取付けた場合の内部流れと諸性能についてラ実
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験方法，実験結果う整理方法ヨ整理した結果を述べている。この内部流れと諸性能としては，イン

デューサの入口流れと出口流れ，インデューサの全揚程ラインデューサつきポンプ性能および吸込

性能，インデューサ単体の吸込性能，インデューサ内部におけるキャビテーション発生の状況など

がありヨ次の5ヨ6，7章において述べる検討は，これらの実験結果をもとにしたものである。

　第5章は。インデューサの入口角と出口角とが事流れと性能に及ぼす影響をしらべたものである。

入口角は入口流れを支配し，吸込性能を定めていることラ出口角は出口流れを支配しヨインデュー

サの全揚程を決定していることについて述べ，更にインデューサつき遠心ポンプのポンプ性能ラ吸

込性能に及ぼす影響についても述べてある。

　第6章はラ前章迄の結果にもとづき事インデューサつきポンプの総合吸込性能を決定するものは

インデューサの吸込性能と全揚程およびポンプの吸込性能であることに注目しラこの総合吸込性能

がうインデューサのみ又はポンプのみの吸込性能によって，又は両者の吸込性能によって決定され

る三つの場合があることを述べたものである。このような考え方はこれ迄全く行われていなかった

ものでラどんなにすぐれた吸込性能をもつインデューサでもラ用い方によってはその性能を発揮で

きないことがあることを示している。

　第7章は前章の考え方を更に発展させてヨインデューサとポンプの単体の吸込性能が与えられた

ときにそれらを組合せたものの吸込性能を全流量範囲にわたって予測する方法を提案している。従

来の予測法では、流量範囲が限られておりヨインデューサとポンプの性能が総合吸込性能にどのよ

うに貢献しているかが十分考慮されていない。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は、最初にインデューサの性能を決定する重要なパラメータである入口角と出口角がヨイ

ンデューサつき遠心ポンプの吸込性能におよぼす影響を初めて明らかにし，重要な設計資料を与えラ

次にうこの資料をもとにしてヨインデューサつき遠心ポンプの吸込性能を決定する揚程降下の内容

を分析し，インデューサと遠心ポンプの各々の吸込性能がこれらを組合せたときの総合吸込性能に

対してどのような役割を演ずるかを全流量範囲にわたって求める方法を示し，最後に、この分析の

結果をふまえて、インデューサとポンプの単体吸込性能からこれらを組合せたときの総合吸込性能

を予測する方法を提案している。

　このように。この論文はラインデューサつき遠心ポンプの総合吸込性能がインデューサと遠心ポ

ンプの双方の吸込性能に関係していることに注目しヨ双方を組合せたときにヨ各々の性能が十分に

活かされているかどうか，設計は適切かどうかということを分析することができるようになったこ

と。および各々の単体性能から組合せたときの総合性能を予測することによりラ遠心ポンプの吸込

性能を向上させるための適切なインデューサを設計することができるようになったことう更にこれ

らの分析および予測が、全流量範囲にわたって行うことができることなどから工学的な研究として
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高く評価される。

　総合性能を分析できることはヨ組合されたインデューサの吸込性能と揚程性能が遠心ポンプの吸

込性能との関連において適切であったかどうかの判断を可能にし、総合性能の予測結果は雪与えら

れた遠心ポンプの吸込性能を改善するためのインデューサの設計になくてはならない資料となる。

又ラインデューサの入口角と出口角がインデューサの性能に及ぼす影響を明らかにしたことはヨ上

記の手法によりインデューサつきポンプを設計するときに今迄になかった有力な資料を提供するも

のである。

　よって，著者は工学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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